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1　はじめに
　本書は，明治大学社会科学研究所の総合研究の一環として，「今日の世界経済における長期動向と累
積債務問題」をテーマに，白石四郎，三神俊信，毛馬内勇士の三教授によって長年にわたって研究され
た成果をまとめた，313ページにものぼる大著である。累積債務問題は，1982年メキシコに始まって中
南米へと広がったが，その原因や対策についてこれまで多くの論争がなされてきた。本書は，そうした
累積債務問題の根源にある新しい世界の金融・経済の状況を前提にして検討を進めている。
　序章担当の白石教授は，学部時代に習った先生であり，第一部担当の三神教授はゼミナールの先生で，
第二部担当の毛馬内教授は三神ゼミナールの先輩である。今回，そのような三教授の著された本書の書
評をする機会を頂き，誠に感謝に耐えないが，反面現在専門も異なりその大役が務まるかどうか不安で
ある。アカデミックで，奥深い本書の内容のどこまで突っ込んで書評できるか分からないが，累積債務
問題や，大学院の指導教授である赤松要先生に習った長期波動論などについて新たに勉強しつつ，本書
の書評を試みることにする。
2　本書の意図
　本書は，累積債務問題を中心として，その原因や影響を与える分野の分析をすることを意図している
が，それはこれまで内外の多くの文献で取り挙げられてきた問題の直接的な原因や対処方法を分析しよ
うとするものではなく，問題の根源にみられる新しい世界の金融・経済の状況変動，つまり新しい体制
p国際環境に注目して分析しようとしている。
　本書では，この累積債務問題の分析に際しては，次の二つのことを考慮する必要があるとしている。
一一L・つは，ケインズ政策の影響である。ケインズは，金本位制では不況や失業は不可避であるから，公共
政策による政府の介入が必要であるとしたが，これはそのような政府の介入，つまり経済政策の金融問
題に与える影響である。もう一つは，一一国，特に大国の他国への干渉や介入は難しくなっているし，さ
らには影響力もかなり制約されてきているということである。
　さらに，本書では，債務問題の根底には，ドル紙幣を基軸とする体制下での金融情勢や財政・国際収
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支の問題から，「世界的な金余り現象」が存在するという考えが基本とされている。
3』 ﾝ積債務の諸問題
　序章は，白石教授によって担当され，累積債務問題の特徴と，発展途上国と覇権国アメリカの累積債務
問題が分析される。まず，累積債務問題の特徴が4つ挙げられている。（1）1982年の危機に際して，大量の
資本逃避が債務国から債権国にあったはずだということ，（2）債務国側の国際的発言力が強くなっているこ
と，（3）1973年以降オイル・マネーが大量に発生したこと，（4＞特に西側では金融の面ではIMFが1971年ま
では明確に機能し，ドル本位が事実上の体制であったこと。これらの特徴は，累積債務問題の意味と，開
発途上国および覇権国アメリカの累積債務問題を考える時のキイ・ポイントとなる。
　次に，開発途上国の累積債務問題については，その原因として1970年代の資源危機とそれにともなう
国際資金移動の変動に象徴される国際経済の変容と，開発途上国の開発戦略の基礎条件の不備，政策運
営の不適切さ，急激な工業化戦略などの各国固有の内的要因が挙げられている。　　　　　　’・’A
　一方，覇権国アメリカは，1985年に世界最大の債権国から最大の債務国に転落したが，それはレーガノ
ミックスがもたらした巨額の財政赤字と貿易赤字という，いわゆる双子の赤字を解決し，借金体質の下で
持続的成長を続けるためには，それに見合う海外からの巨額の資金導入があったからである。教授は，そ
れでは，なぜアメリカはそのような巨額の資金を海外から引き入れることができたのかという疑問が生ず
るとする。ここでは，その答えが，覇権国と競争力，戦略的通商政策，基軸通貨国としてのアメリカとい
う3つの観点から展開される。特に，アメリカは絶対的にはともかく相対的には世界最大の経済力を依然
として持っているから大量の資金導入ができたし，さらには現在まだドルに代わる国際通貨は現れず，そ
の状態を維持した方が他の国にとっても有益であるからこそ買支えしているのであるとする。
　さらに，累積債務問題は，その直接的原因については国によって特有のものがあるが，：hその根底にはあ
る種の共通性を見い出すことができるとする。それは，明示的には書かれていないが，生産性の低下，競
争力の低下であるとする。というのは，教授によれば，製造業などの産業は生産性を高めることによって
利益を確保すべきであるが，それをあまりに金融的な方向で確保しようとすると，競争力の基盤が弱まり
次第に貿易関係で優位性を失う可能性があるからであり，とりわけ覇権国はそのような金融主権の傾向が
強いから，それが負担となって競争力が低下し，債務を累積させる可能性があるからである。したがって，
そのような競争力の低下を認識しないで責任を他者へ転嫁することによって事態の解決を図ろうとする開
発理論では，今後一層強く解決が求められてくる人口問題，環境問題，エネルギー問題には対処し切れな
いとされる。
4　開発途上国の累積債務問題
第1部は，三神教授によって担当されているが，全6章からなり，開発途上国の累積債務問題がメキ
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シコとブラジルの事例を通じて検討される。
　この開発途上国の累積債務問題は，1982年のメキシコの債務不履行宣言に始まるが，それがどのよう
な要因によって，どのようなメカニズムを通じて発生したかが明らかにされる。しかし，それはただ単
なる1980年代の開発途上国の累積債務の要因分析ではなく，戦後50年の「歴史の分析」であり，さらに
いえば財・金融・固定・伸縮・「協調」の組み合わせの市場によってその50年の歴史を検討し，その明
確かつ精緻な分析を通して累積債務問題が浮き彫りにされる。
　まず，教授は国際金融を論じるに際しては，体制，制度，組織，システムなどの言葉を明確にする必
要があるとする。特に，本書のように「OrderとSystem」の区別が問題になる場合には，体制，制度，
システムの概念規定とそれらの関連が明確にされなければならないとし，まずその大変な作業が展開さ
れる。
　ところで，開発途上国の累積債務を発生させた要因は，結語で指摘されているように外的要因と内的
要因に大別されるとする。外的要因としては，（1）ブレトンウッズ・ガット体制，（2）ドルの過剰流動性の
存在と国際金融システムの変容，（3）資源有限時代の到来と国際経済の混乱の3つが挙げられ，一方内的
要因としては開発戦略の中心が工業化，とりわけ輸入代替工業化の推進であったこと，しかもそれが政
府の異常なまでの強力な介入によってなされたことであるとされる。前半の3つの章では，特にブレト
ン・ウッズ体制とその変容（崩壊）の分析，さらにはその崩壊後の変動相場体制とGATTの変容の分
析を通して，累積債務の要因が論じられる。ブレトン・ウッズ体制は金・ドル本位制であり，それは設
立当初から内部矛盾，つまり流動性ジレンマをはらみ，そのジレンマが今日の累積債務を発生させてい
る一つの重要な要因であるとする。また，固定相場制を崩壊させた原因でもあるユーロ市場の発達は，
累積債務を生む要因となった。とりわけ，1970年代の2度の石油危機で生まれた石油産油国の巨額のオ
イル、・マネーが預金としてユーロ市場に流入し，その資金がシンジゲート・ローンを通じて貸し出され
たが，このシンジゲート・ローンが累積債務の原因であるとされる。後半の章では，まず開発途上国の
累積債務問題について，開発戦略の中心であった工業化，輸入代替工業化の推進とそれに対する政府の
強力な介入などの内的要因によって債務が累積されていくメカニズムが，メキシコとブラジルの事例を
通して解きあかされる。次に，メキシコとブラジルを中心に累積債務の対応策が世界経済との関連で論
じられ，最後に国際債務の累積の将来が展望されている。
5　覇権国アメ、リカの累積債務問題
　毛馬内教授が担当されている第2部は，戦後50年が経過した現在においても約50年を周期とするコン
ドラチ土フ的「長期歴史変動」が確実に存在し，継続していることを明らかにしよう・とするものである。
教授は，戦後50年の世界経済が長期波動的循環変動の中に存在するものと仮定し，特に覇権安定システ
ム論の立場から∴『覇権国盛衰型長期波動モデル』を提起し，アメリカ主導のパックスアメリカーナに
おける．「盛」，「衰」，「再生」のプロセスとして把握することを試みている。
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　まず，第7章では，覇権国アメリカの累積債務問題が世界経済システムの寿命論，さらには覇権国の
逆輸入も考慮した「新型雁行形態」の展開を通して検討される。第8章では，第2部のクライマ1ックス
の章であるが，『覇権国盛衰型長期波動モデル』が提起され，累積債務と長期波動との関係が論じられ
る。それによれば，覇権国の累積債務国化は必然的であり，それは長期波動の頂点近傍においてみられ
るとされる。さらに，国際金融との関連では，覇権国の債務国化は，長期波動の下降局面における一大
国際金融的特色であり，通貨体制の動揺による基軸通貨（ドル）の不安定化に通じるとされる。第9章
では，戦後50年の経済変動の分析と，コンドラチェフ的長期波動論議の問題点についての検討がなされ
る。特に今回，問題点のうちで，戦争・革命に関するコンドラチェフ命題の現代的解釈に力を傾けてい
る。最後の第10章では，私たちの今B的状況が世界経済全体の中でどのような場所に位置し，どのよう
な方向に進んでいるのかを考えるに際して，長期波動的認識は重要であるとし，その構造の特異性が論
じられる。最後に，現在みられる政治経済的挑戦国としての旧ソ連や日本の挫折，アメリカの「情報通
信革命」を中心とした技術革新，さらにはアジアを中心とするNew　Frontierの興隆などの現象は，長
期波動の下降局面における逆位相的対称現象であるとし，現代世界経済は，長期波動上昇への「移行期」
に進みつつあるとしているQ
6　本書の意義
　最初にもお断りしたように，本書の意義とはいってもより突っ込んだ専門的な意義でないことをお許
し願い，その意義をいくつか挙げてみよう。まず第1に，夢や希望を与えてくれることである。という
のは，21世紀を目前にして，特に日本では先の見えない暗い時代に，大きな光を与えてくれるからであ
る。世界経済の実体がどこに位置し，一どのような方向に進もうとしているのかも分からず，私たちが右
往左往しているこの時期に，本書が出版されたことは極めてその意義は大きいといえよう。長期波動論
の長期波動的認識に立てば，戦後50年の歴史がみえてくるし，これから迎えようとする21世紀の時代も
かなりみえてくるのである。
　第2に，50年というタイムスパンで，累積債務問題を解きほぐしていることである。まず序章では，
累積債務問題の特徴とその根底にある各国に共通した原因が明らかにされ，次いで第1部では戦後50年
の「歴史の分析」を通して，開発途上国の累積債務問題が浮き彫りにされ，さらに第2部では覇権国の
累積債務国化が約50年を単位とする長期波動の頂点の近くで必然的に起こると明言されている。本書は，
累積債務問題を通して，戦後50年の歴史を斬った好著であるといえよう。戦後50年を振り返っての著書
は出てはいるが，本書ほどの大きな感動と興味を与えてくれる本は他にないであろう。、
　第3に，ケインズ革命以降，多くの経済学者から忘れ去られてしまった「長期波動論」を復活させて
いることである。多くの経済学者は，ケインズ的需要管理政策によって右上りの単線変動的な趨勢的上
昇が長期に渡って維持可能であると考えて．いたから，コンドラチェフ的長期波動の考え方は全く忘却さ
れてしまっていたのである。しかし，戦後50年が経過した今日，そのようなコンドラチェフ的長期波動
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が確実に存在することが自覚されようになったとして，構造変動を伴う約50年を周期とする循環的長期
波動を問題とする「長期波動論」を呼び戻した意義は極めて大きい。この呼び戻しは，先代の若の花は
呼び戻しが得意技であったが，長期波動論を全く無視してきた多くの経済学者にとっては逃げ場を失っ
てたたきつけられた感があるでろう。
7　おわりに
　本書は，アカデミックに書かれてはいるが，いまも言ったように私たち，とりわけ人生の多くを21世
紀に過ごす学生諸君には夢と希望を与えてくれる好著であり，是非一読をお奨めする。また，一般の人
にももっと広く読んでほしい本であるから，もっとマスメディアなどを通じてPRするか，一般の読者
にも読みやすく表現した本書の解説本を出されることを希望する。
（おぶち　よういち）
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